
岩
手
県
宗
務
所
第
七
教
区
長
泉
院
住
職

鈴
木
　
道
将

会
長
就
任
の
御
挨
拶

　
は
じ
め
に
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
感
染
さ
れ
た
方
々
や
そ
の
ご
家

族
、
不
安
の
な
か
に
お
ら
れ
る
方
々
に
対
し

て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
令
和
二
年
度
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
ご
推
薦
ご
指
名
い
た
だ
き
、
伊
藤
寛

英
前
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
、
岩
手
県

曹
洞
宗
青
年
会
第
二
十
三
期
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
第
七
教
区
長
泉
院
住
職
、
鈴

木
道
将
と
申
し
ま
す
。
浅
識
非
才
の
身
な
が

ら
、
会
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
思
え
ば

二
十
数
年
前
、
何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
岩
曹

青
に
入
会
致
し
ま
し
た
。
諸
先
輩
方
の
ご
指

導
を
受
け
、
す
ば
ら
し
い
仲
間
と
出
会
い
、

会
員
皆
様
と
の
様
々
な
活
動
を
共
に
し
な

が
ら
多
く
の
事
を
学
ん
だ
岩
曹
青
に
は
感

謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
卒
業
ま
で
の

二
年
間
の
任
期
を
こ
の
感
謝
の
思
い
を
忘

れ
ず
に
精
一
杯
つ
と
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
第
二
十
三
期
の
活
動
に
つ
い
て
、
五
月

一
五
日
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
執
行
部
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
現
在
岩
手
県
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
は
一
人
も

出
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
を
含
め

た
世
界
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
と
い
う
難
局
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
岩
曹
青
と
し
て
も
感
染
拡
大
防
止
の

為
、
例
年
通
り
の
活
動
が
ま
っ
た
く
で
き
な

い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
為
「
第
一
回

教
養
セ
ミ
ナ
ー
」「
み
ち
の
く
緑
蔭
禅
の
集

い
」
等
の
八
月
ま
で
の
行
事
の
中
止
を
決
定

し
、
秋
以
降
の
行
事
に
つ
い
て
も
今
後
の
様

子
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
く
事
に
な
り
ま

し
た
。

　
真
剣
に
行
持
に
取
り
組
み
、
教
区
の
垣
根

を
こ
え
た
交
流
懇
親
を
深
め
る
岩
曹
青
の

活
動
が
で
き
な
い
こ
と
は
誠
に
残
念
な
思

い
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
達
に
は
今
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
岩
曹
青
で
の
交
流
懇

親
の
中
で
培
っ
た
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。
県

内
で
活
躍
す
る
同
行
同
修
の
仲
間
が
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
今
は
一
同
に
集
う

事
が
で
き
な
く
て
も
岩
曹
青
の
伝
統
を
忘

れ
る
事
無
く
、
会
員
一
同
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
コ
ロ
ナ
禍
に
向
き
合
い
、
青
年
僧
侶
と

し
て
岩
曹
青
会
員
と
し
て
の
自
覚
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
勤
め
を
果
た
し
て
い
く
事
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
に
は
東
北
地
区
曹
洞
宗
青

年
会
地
方
集
会
「
岩
手
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
現
状
で
は
先
行
き
の
見
え
な
い
中
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
岩
曹
青
の
先
輩
諸
老
師

の
築
き
上
げ
た
伝
統
の
元
、
諸
事
抜
か
り
無

く
準
備
は
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
開
催
に
あ
た
り
県
内
御
寺
院
様
に
は
何

か
と
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
が
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
二

年
の
任
期
を
執
行
部
そ
し
て
会
員
諸
兄
と

と
も
に
一
致
団
結
し
、
岩
曹
青
の
よ
り
一
層

の
活
躍
と
発
展
を
ご
報
告
で
き
る
よ
う
お

約
束
い
た
し
ま
す
。
県
内
御
寺
院
様
、
関
係

各
位
に
は
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。末

筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
世
界
の

平
和
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終

息
を
祈
念
致
し
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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【令和元年度 岩手県曹洞宗青年会事業報告】

期日 内容 場所
4 月 9 日 令和元年度岩手県曹洞宗青年会　　理事代議員会　通常総会 アイーナいわて県民情報交流センター

4 月 26 日 仏法興隆花まつり　千僧法要 奈良県　東大寺様
5 月 14 日 全曹青中央研修会　定例総会 曹洞宗檀信徒会館
5 月 20 日 第 1 回理事・代議員会 水沢　正法寺様

6 月 17 日１8 日 第１回教養セミナー滴禅会主催「滴禅会講伝会」参加者 30 名 花巻市　圓通寺様・花巻温泉　千秋閣
7 月 6 日～ 7 日 第 54 回みちのく緑蔭禅のつどい　参禅者 11 名　僧侶 30 名　　　　　　　　　　　　　　水沢　正法寺様

7 月 曹青通信『いわて』107 号発行
8 月 29 日 東北地区曹洞宗青年会連絡協議会　　臨時評議委員会 盛岡市　京極
9 月 4 日 傾聴ボランティア　　　　

緑蔭禅　反省会
岩泉町「中里公民館」　

盛岡グランドホテルアネックス
10 月 22 日 第 44 回曹洞宗青年会東北地方集会 『福島大会』　参加者 13 名
11 月 5 日 教区懇親会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１教区担当　盛岡市　久昌寺様

11 月 25 日 全国曹洞宗青年会　臨時評議委員会　参加者　会長　 大本山　總持寺
12 月 2 日 歳末助け合い寒風托鉢並びに忘年会　社会福祉協議会様へ寄附

参加者 29 名　　
第９教区担当　陸前高田市　普門寺様

令和 2 年
2 月 18 日 東北地区曹洞宗青年会連絡協議会常任幹事会　参加者  会長 山形県　英照院様
3 月 1 日 第２回教養セミナー　　講師駒澤大学仏教学部教授晴山俊英老師　 

並びに新年会　　　　　　　　　　　参加者 21 名
盛岡グランドホテルアネックス

3 月 曹青通信『いわて』108 号発行
3 月 25 日 会計監査 花巻市　圓通寺様

令和元年

【令和元年度 岩手県曹洞宗青年会決算報告書】

項目 予算額 決算額 増  減▲ 摘　　　　　要
前年度繰越金 521,942 521,942 0

会費 1,812,000 1,749,000 ▲ 63,000 正会員賛助会員 227 名（各 7,000）顧問 16 名（10,000）
助成金 100,000 100,000 0 曹洞宗岩手県宗務所様より
雑収入 8,058 111,201 103,143受取利子 6　会員振込手数料残金 29　会合残金 111,166

合計 2,442,000 2,482,143 40,143

項目 課目 予算額 決算額 増　減▲ 摘　　　　　要
事業費 事業費 650,000 650,000 0 緑蔭禅補助 250,000　寒風托鉢補助 50,000

教養セミナー 300,000　教区懇親会補助 50,000
広報費 350,000 139,696 ▲ 210,304曹青通信印刷送料97,252　緑蔭禅ポスター29,484

インターネット年間契約料 12,960
助成金 100,000 100,000 0 イーハトーブ幼稚園助成金

小計 1,100,000 889,696 ▲ 210,304
事務費 通信費 180,000 155,696 ▲ 24,304 郵券　メール便等　振込手数料

消耗品費 100,000 67,003 ▲ 32,997 封筒代　領収書　事務用品等
事務局費 130,000 130,000 0事務局手当 80,000　インターネット手当 50,000

小計 410,000 352,699 ▲ 57,301
会議費 会議費 200,000 40,000 ▲ 160,000 役員会　理事・代議員会  監査  総会

旅費 150,000 170,000 20,000会議交通費補助100,000　全曹青出向手当 70,000　  
負担金 200,000 160,000 ▲ 40,000 東北地協会費 50,000 全曹青会費 100,000（100

名× 1,000 円）東北地協ストックヤード維持費
10,000

公用費 150,000 30,000 ▲ 120,000 祝賀・東北地協 20,000
東北大会福島曹青 10,000

小計 700,000 400,000 ▲ 300,000
雑費 100,000 148,192 48,192 慶弔電報 8,628　会費振込手数料 4,920

卒業者記念品代 115,500 (14 名 )　備品代 19,144
予備費 132,000 0 ▲ 132,000

合計 2,442,000 1,790,587 ▲ 651,413

収入の部
自：令和元年 4 月 1 日 / 至：令和２年 3 月 31 日 / 単位：円

支出の部

総収入 2,482,143 円−総支出 1,790,587 円＝ 691,556 円
次年度繰越金　691,556 円

岩手県曹洞宗青年会　会計　岩見　具行



【令和元年度 頒布係収支決算報告】
項　目 金　額 摘　　要
回向本 103,500 1,500 円× 69 冊
ビデオ 「見てわかる坐禅」　※現在販売停止中

カセットテープ ※現在販売停止中
合　計 103,500

頒布内容

項　目 金　額 摘　　要
前年度繰越金 471,819

頒布金 103,500
送料 12,980 20 冊以上注文の

場合、送料無料
雑入 94 受取利子 4 円　　

志納金 90 円
合　計 588,393

収入の部
項　目 金　額 摘　　要
通信費 12,980 送料実費

改訂版印刷代 0
雑費 0

備品費 0 印鑑代　梱包代
合　計 12,980

支出の部

※元年度　未納３件　回向集 11 冊　回向本残り 772 冊

上記により総収入 588,393 円−総支出 12,980 円＝ 575,413 円　 　　575,413 円は次年度に繰越し

【令和元年度 岩手県曹洞宗青年会特別会計】

項　目 決算額 適　要
台風

お見舞い金
90,000 全国曹洞宗青年会 10,000　　 秋田県曹洞宗青年 10,000

山形県曹洞宗青年会 10,000　山口県曹洞宗青年会 10,000
青森県八戸市　凉雲院 20,000  福島県会津若松市　龍澤寺　10,000

雑収入 3 受取利子　3 円
繰越金 296,316 前年度より
合　計 386,319

収入の部

項　目 決算額 適　要
活動費 49,1439 月 14 日岩泉町　傾聴ボランティア活動

①茶菓子代・備品等 17,143 円②交通費 (2,000 円×１２名 )24,000 円
台風災害ボランティア　　①交通費 (　2,000 円×４名 )　8,000 円

合　計 49,143

支出の部

収入３８６, ３１９円ー支出４９, １４３円＝３３７, １７６円　　　　　　　　　　　　繰越金３３７, １７６円

【令和元年度 岩手県曹洞宗青年会会計一覧】

金額
ゆうちょ銀行総合通帳 1,266,969 一般会計 691,556 円　令和 2 年 3 月 31 日現在

頒布係 575,413 円　平成 31 年 3 月 31 日現在
特別会計 2,500,480 預け日　平成 28 年 6 月 6 日

担保定額郵便貯金 1,461,734 預け日　平成 24 年 3 月 23 日
担保定額郵便貯金 289,563 定額証書預け日　平成 26 年 6 月 20 日

頒布係 575,413 円　平成 31 年 3 月 31 日現在
緊急災害援助金 100,099 預け日　平成 25 年 3 月 11 日

合計 6,244,904  

令和２年 3 月 31 日現在　単位：円

【監　査　報　告】
令和元年度岩手県曹洞宗青年会の会計監査を実施した結果、適正に処理されて
おりましたことを報告いたします。
　令和 2 年 3 月 25 日　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 監事　　菊池　裕紀　　　監事　　日向　真学



期日 内容 場所
4 月 13 日 令和 2 年度　岩手県曹洞宗青年会　通常総会 花巻市　圓通寺様

5 月頃 東北地区曹洞宗青年会連絡協議会　常任幹事会　 中止
5 月頃　　　　　 全国曹洞宗青年会評議委員会　例総会 中止
5 月頃 理事・代議員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中止

令和 2 年　 第１回　教養セミナー 中止
6 月頃 理事代議委員会（「緑蔭禅の集い」について）　　　　　 中止
6 月頃 曹青通信『いわて』109 号発行
7 月頃　　　 第 55 回みちのく緑蔭禅のつどい　　　　　　　　　　　　　　　中止
8 月頃 緑蔭禅反省会 中止

10 月頃 教区懇親会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 2 教区担当
10 月頃 第 45 回曹洞宗青年会東北地方集会   『秋田大会』　　 秋田県　　　　　　　　　　　
11 月頃 全国曹洞宗青年会臨時評議委員会　　　　　　　　　　　東京都　宗務庁檀信徒会館
12 月頃 歳末助け合い寒風托鉢並びに忘年会 第 10 教区担当

2 月頃　　　　 第 2 回　教養セミナー　　新年会 未定
3 月頃　　　　 曹青通信『いわて』110 号発行

3 月下旬 会計監査 未定

項目 前年度 本年度 増  減▲ 摘　　　　　要
前年度繰越金 521,942 691,556 169,614

会費 1,812,000 1,815,000 3,000 正会員　賛助会員　顧問
助成金 100,000 100,000 0 曹洞宗岩手県宗務所様より
雑収入 8,058 3,444 ▲ 4,614 受取利子

合計 2,442,000 2,610,000 168,000

項目 課目 前年度 本年度 増　減▲ 摘　　　　　要
事業費 事業費 650,000 830,000 180,000 緑蔭禅補助 250,000　寒風托鉢補助 50,000

教養セミナー 300,000 教区懇親会補助 50,000
会員名簿作成 180,000

広報費 350,000 350,000 0 曹青通信印刷送料　　緑蔭禅ポスター
インターネット年間契約料・管理費

助成金 100,000 100,000 0 イーハトーブ幼稚園助成金
小計 1,100,000 1,280,000 180,000

事務費 通信費 180,000 180,000 0 郵券　メール便等　振込手数料
消耗品費 100,000 100,000 0 コピー用紙　封筒代　領収書　事務用品等
事務局費 130,000 80,000 ▲ 50,000 事務局手当 80,000

小計 410,000 360,000 ▲ 50,000
会議費 会議費 200,000 200,000 0 役員会　　理事・代議員会　　監査　　総会

旅費 150,000 170,000 20,000会議交通費補助100,000　全曹青出向手当 70,000
負担金 200,000 200,000 0東北地協会費 50,000　全曹青会費 100,000（1 名

1,000円）　　東北地協ストックヤード維持費10,000
公用費 150,000 100,000 ▲ 50,000 会合出席補助

小計 700,000 670,000 ▲ 30,000
　　雑費 100,000 100,000 0

予備費 132,000 200,000 68,000 不足課目充当
合計 2,442,000 2,610,000 168,000

【令和 2 年度 岩手県曹洞宗青年会事業計画】

【令和 2 年度 岩手県曹洞宗青年会予算】

但し各項目間の流用を認める

令和 3 年

令和 2 年

収入の部

支出の部



【新型コロナウイルス感染症対策について】
岩曹青では会員を対象として新型コロナウィルス感染症対策のアンケートを実施いたしました。アン

ケートの集計結果は岩手県宗務所・全曹青・東北地協と共有し今後の対策と岩曹青の活動に活用させて
いただきます。このアンケートの集計が皆様の新型コロナウィルス感染症対策の参考となれば幸いです。

[ 対象 ] 岩手県曹洞宗青年会　会員　           [ 方法 ] グーグルフォームを使用したアンケート方式　
[ 期間 ] 令和 4 月 15 日（水）～ 4 月 25 日（金）

対策を行っていますか？ 39 件の回答
回答 回答数 割合
対策を行っている 37 94.9%
今後対策を行う予定 2 5.1%
対策は行わない 0 0.0%

対策をいつごろから始めましたか？ 30 件の回答
回答 回答数 割合
1 月中旬 1 3.0%
2 月上旬 2 6.0%
2 月下旬 1 3.0%
3 月上旬 9 30.0%
3 月中旬 5 17.0%
3 月下旬 4 13.0%
4 月上旬 7 23.0%
4 月中旬 1 3.0%

どのような場所・場面で対策を行っていますか？
（複数回答可）37 件の回答

回答 回答数 割合
寺院への来客や参拝者 27 73.0%
寺院やホールでの通夜・葬儀 28 75.7%
寺院や自宅での法要 29 78.4%
山門法要 12 32.4%
寺院での行事（梅花講等含む） 20 54.1%
幼稚園等の関連施設 2 5.4%
生活すべて 1 2.7%

コロナ対策の周知を行っていますか？
またその方法は？（複数回答可）36 件の回答

回答 回答数 割合
周知していない 10 27.8%
寺院内で張り紙等の掲示物 12 33.3%
葬儀社等関係各所に書面で連絡 4 11.1%
寺報等の配布物 4 11.1%
ＳＮＳ・ＨＰ等 2 5.6%
その都度説明を行っている 23 3.9%

情報の共有や周囲と共同での対策を行っていま
すか？（複数回答可）37 件の回答

回答 回答数 割合
行っていない。 16 43.2%
周辺寺院 12 32.4%
教区 10 27.0%
地域仏教会 4 10.8%
寺院を含む地域社会 5 13.5%
SNS 等 5 13.5%
斎場の職員、葬儀社の社員 1 2.7%

参考とした情報の入手先は？
（複数回答可）37 件の回答

回答 回答数 割合
寺院間での情報交換 19 51.4%
地上波放送（NHK 含む） 30 81.1%
新聞 19 51.4%
公共機関 HP 17 45.9%
SNS 16 43.2%
宗門関係冊子 3 8.1%

情報の入手先  15 件の回答

・寺院間・県外法類寺院・葬儀社・情報番組・ニュース
等テレビ

・ネット（厚労省 HP・新型コロナウイルスに関するサイト）
・SNS（ＦＢ・ツィッター等）・前職の病院関係者
・町内ホームページ、町内会報等



来客・参拝者への対策（複数回答可）37 件の回答
回答 回答数 割合
席間隔の長幅化 27 73.0%
消毒用アルコールの設置 24 64.9%
うがい薬の設置 0 0.0%
定期的な換気 26 70.3%
入場の制限 6 16.2%
マスク着用 2 5.4%
帰った後の除菌等 1 2.7%
葬儀　法要時間の短縮 1 2.7%
してない、消毒用が売ってない 1 2.7%
供養後の接茶の中止 1 2.7%

入場制限の対象 7 件の回答

・近親者以外・一般会葬者・関東圏在住の親族
・少人数化・少人数での来山の要請
・葬儀では喪主親族のみ本堂内に参列、一般会葬者
は堂内または外に設置した焼香所にて焼香し堂内に
は参列しない

通夜・葬儀での対策（複数回答可）33 件の回答
回答 回答数 割合
親族のみで行っている 10 30.3%
参列者の制限 7 21.2%
会場内は親族のみで、参列者は別
の場所で焼香を行っている 8 24.2%
会場内は親族のみで、焼香時に参
列者を会場内に案内している 2 6.1%
会食は行わない 17 51.5%
会食は行うが僧侶は席につかない 6 18.2%
換気　席の間隔を広げる 1 3.0%
エアーマスク着用 1 3.0%
施主家の希望、葬儀社との打ち合
わせにて、その都度決めている 2 6.0%

施主家の意思を尊重 2 6.0%
会食を行わず、お弁当で代替する
提案 1 3.0%

会食の中止と参列者制限を検討 1 3.0%

参列者の制限の対象 10 件の回答

・マスク、消毒等をお願いし、長時間滞在を
しない様促す

・一般参列者は外でのお焼香・他県からの参列
・案内を最低人数と記載・遠方の親族は会場のみ
・緊急事態宣言発令の都市及び感染者が多数いる
地域からの参列

・お寺からは言えない

寺院・自宅法要での対策（複数回答可）
32 件の回答

回答 回答数 割合
席間隔の長幅化 29 90.6%
法要受付の制限 5 15.6%
参列者の制限 12 37.5%
自宅での法要の制限 3 9.4%
換気 2 6.2%
特になし 1 3.1%
会食を行わない提案 
お弁当で代替する提案 1 3.1%

山門法要開催について（複数回答可）
23 件の回答

回答 回答数 割合
通常開催を予定 0 0.0%
対策を行い開催を予定 5 21.7%
規模を縮小して開催 10 43.5%
中止または延期 16 69.6%
特になし 1 4.3%

寺院での行事について（複数回答可）
34 件の回答

回答 回答数 割合
通常開催 3 8.8%
対策を行って開催 14 41.2%
規模を縮小して開催 19 55.9%
中止または延期 18 52.9%
内献で出来るものは内献で行う 1 2.9%

幼稚園等の関連施設（複数回答可）5 件の回答
回答 回答数 割合
手洗い、うがいの徹底 3 60.0%
入場の制限 2 40.0%
行事の中止や延期 3 60.0%
関連施設無し 1 20.0%

上記以外で行っている対策をご記入下さい
・延命十句観音経の説明と読経・法要後の法話での注意
喚起・朝課時コロナ早期収束の読み込み

・子供の来山を控えてもらう、死因の確認に気を配　　
る、マスク着用と消毒

今後の課題・問題点・改善点がありましたらご記入
下さい

・檀信徒内の意識の差・檀信徒との相互連絡の方法・
Web 会議・SNS 等の有効活用

・葬儀の際の密集空間対策・読経時でのマスクの着用・
来山制限による寺離れの加速の懸念

・対策指針やガイドラインの必要性・教区での情報と差
定の共有・葬儀社等関係各所との情報共有

・お盆期間の対策・僧侶が感染した場合の寺院運営・
マスク、消毒薬の不足



役職 氏名 寺院名
会長 鈴木　道将 第 7 教区 長泉院

副会長 海野　朋孝 第 1 教区 久昌寺
副会長 菊池　裕紀 第 4 教区 興禅院

事務局長 日向　真学 第 3 教区 福蔵寺
事務局次長 成島　恵伸 第 3 教区 聖福院

研修部長 躑躅森　大康 第 5 教区 自徳寺
研修副部長 堰合　俊介 第 2 教区 高金寺
研修副部長 稲田　泰貴 第 12 教区 長福寺

事業部長 芳川　泰顕 第 7 教区 願成寺
事業副部長 新渡戸　隆道 第 8 教区 龍泉寺
事業副部長 小木　興淳 第 7 教区 瀧門寺

組織部長 四戸岸　弘道 第 11 教区 宗得寺
組織副部長 細川　宏貴 第 10 教区 光岸寺
組織副部長 清水　大徳 第 12 教区 徳楽寺

布教部長 岩見　具行 第 11 教区 寶福寺
布教副部長 江刺　和孝 第 9 教区 龍泉寺
布教副部長 上野　興庸 第 4 教区 永明寺

会計 伊藤　裕磨 第 5 教区 菅生院
庶務 阿部　哲哉 第 6 教区 安養寺
監事 高橋　英樹 第 11 教区 常運寺
監事 西川　友法 第 4 教区 凌雲寺

教区 役職 寺院名 氏名
第 1 教区 理事 龍谷寺 上舘　文隆

代議員 高傳寺 高田　恭寛

第 2 教区 理事 高金寺 堰合　俊介
代議員 勝源院 柏葉　尚文

第 3 教区 理事 大聖寺 佐々木　元教
代議員 聖福院 成島　恵伸

第 4 教区 理事 歓喜寺 深澤　俊道
代議員 東光寺 清水　祐嗣

第 5 教区 理事 花林院 高橋　泰博
代議員 菅生院 伊藤　裕磨

第 6 教区 理事 見性寺 渡辺　文隆
代議員 浄圓寺 菊地　浄元

第 7 教区 理事 大祥寺 木村　良孝
代議員 長壽寺 秋元　顕由

第 8 教区 理事 高建寺 谷本　俊道
代議員 永澤寺 宇津野　弘道

第 9 教区 理事 城玖寺 木村　亮俊
代議員 光照寺 高澤　公元

第 10 教区 理事 江岸寺 大萱生　明宗
代議員 大慈寺 菊池　琢宗

第 11 教区 理事 流月院 大村　秀哉
代議員 長安寺 高橋　英太

第 12 教区 理事 實相寺 工藤　昌也
代議員 徳楽寺 清水　経覚

【曹洞宗青年会東北地方集会「岩手大会」準備委員会】

準備特別委員長 第 4 教区 染黒寺 中田　芳明　師

準備特別副委員長 第 12 教区 源福寺 番澤　廣円　師

準備特別副委員長 第 7 教区 要津院 福山　圭伸　師

事務局長 第 6 教区 西岩寺 横合　大宣　師

第 23 期　執行部 第 23 期　理事・代議員
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宗
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耕
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大
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宗
師

７
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寺
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宗
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壽
院
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素
宏

宗
師

８
教
区　
　
　宗
松
寺

糸
坪　

龍
道

宗
師

　
　
　
　
　
藤
源
寺

佐
藤　

良
規

宗
師

　
　
　
　
　
長
昌
寺

膝
舘　

圭
石

宗
師
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吉
祥
寺　

高
橋　

英
悟

宗
師
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宗
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善
勝
寺
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法
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宗
師

各宗師に於かれましては、長年にわたり岩手県曹洞宗青
年会に対しまして多大なるご尽力を賜り誠に有難うござ
いました。


